
・通勤手当決定簿（自動車等交通用具使用職員）【記入例】
第２号様式
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所属コード

円
箇月）

算出の基礎となる交通機関等

交通機関等の名称

勤務公署名

職　　　　名 ○○ 氏　　名

定期券回数

券 そ の他の

別
定期券

回（通常勤務の職員：２１回、再任用短時間勤務職員、任期付短時間勤務職員及び育児短時間勤務職員等：運用基準第３の１（注）の（オ）による回数）
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平均１箇月当たりの通勤所要回数 21
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通　勤　手　当　決　定　簿
（令和 ○○ 年 4 月 10 日作成）

運賃相当額等 １箇月当たりの

運賃等相当額等

1 日

支　　給　　月
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令和　　年　　月 まで
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支給の始期等
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自動車等交通用具の額

　１箇月当たりの運賃相当額等の合計額合計額が

５月

改

正 箇月）

㎞）

円

12,700

円

( 片道の使用距離 18.7

改正
　（支給規則第２１条の５に規定する額）

電算通知年月２月１２月１１月 １月 ３月７月

箇月）

12,700

まで

令和    年    月 から

１０月

１箇月当たりの運賃相当額等の合計額　　　　　　

　63,000円を超えるとき

別紙※１の額

円令和    年    月 改正

８月

円）

６月

　　年　　月　　日改正

令和　　年　　月

４月 ９月

支

給

決

定

欄

福島県教育委員会

人 事 委 員 会 規 則 の 規 定 に 従 い 、

4○○

上 記 の と お り 確 認 し 認 定 す る 。

○○年  ４  月

通

勤

距

離

条　　例　　第　　１　　０　　条　　第　　１　　項　　該　　当　　理　　由 給与条例第10条 及び 同条 に基 づく

支　　給　　額 12,700

通

勤

方

法
10 改

正

欄

課     員

新

幹

線

鉄

道

等

年　　　月

担当者決定権者

身体障害

通勤手当額の改定があった場合は下段に押印する

支給額欄は４月～３月までとする

すべて同額の場合は４月分のみ金額を記入し、

３月までを→で記入しても良い

通勤手当額の改定があった場合は下段に記入する

通勤手当額の改定があった場合は下段に記載する

２㎞以上

２㎞未満

新幹線鉄道等以外

新幹線

在来線特急等

高速自動車国道等

交通機関等

併用職員に係る２区間の復習の交通洋舞使用による調整

自転車
原動機付自転車

自動車
交通機関等＋自転車

交通機関等＋原動機付自転車
交通機関等＋自動車


